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大複殖門条虫 Dψ10g0π0つ0地S g地πdis (Blanchard,1894)

の発育史に関する研究

(の海水性椀脚類(C叩epod幻に対する感染実験

大複殖門条虫が,日本人の食習慣と籟接に結びつい

て,わが国特有の寄生虫となつていることから,襲者ら

は人体への感染源と目される小型海産魚からの Plero・

Ce此oid 検出に努める一方,これまでに D. g地πdおと

して報告された虫体を精査し,分類・形態等に関ナる再

検討を加え,さらに日本近海産の鯨類にみられる鯨複殖

門条虫 D.6αι"."0,t.r". LδΠnberg,1892 との関係な

ど,複殖門条虫に関する一連の問題解明に努力してい

る.また, D沙10宮0π0,or船属条虫の形態的分類基準確

立のために玉, D. gr4πdiS あるいは D.6αιαeπOpterae

の発育史の追究を急いでいる.

前報では, D, gaπdi$粉よび D.6da'πOPルr"e の

虫卵を数種の medium 中で培養し,これら虫卵の脛発

育と鉤球仔の騨化について観察した.その結果, D.

召γ4社d台二6よび D.ι"aeπ0,ルraι虫卵の脛発育過程

に粘いては両者の問に本質的な差異は認められず,また

これら虫卵の脛発育や鉤球仔の辱化に七つて最適な環境

条件が実験的には海水中,温度25゜~27゜Cであるととを

明らかにした(力n茂ら,1972).

ここでは, D.客r4πdiS コおよび D.みα1α伽OPιιrae の

鉤球仔による海水性梼脚類(C叩即od釘への感染実験に

ついて報告する.

茂甫岩田正

鹿了前島条

(鳥取大学医学部医動物学教室)
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の虫体(加茂ら,1966,1969)の子宮内卵を,い十れも人

工海水中,温度27゜Cで培養して得たものである幼n茂

ら,1972).

釣球仔と接触させた桃脚類はすバて海水域生息、種であ

り',和歌山県白浜沖,鳥取県淀江沖粘よぴ中海に松い

て,漁船またはボートの上から,プランクトンネットを

用いて表届から水深約1.5m付近に浮遊するものを採集

した.これらの椀脚類は研究室に持ち帰0たのち,その

少量を小型シャーレ(直径15Cm)に移し,その中へすで

に遊出した釣球仔を含んだ海水を注ぎ込んで榛脚類七鉤

球仔を接触させた.桃脚類1個体当りの鉤球仔は扮よそ

10個体とし,白色螢光ランプ(10W)下で24時間接触させ

た.接触後の椀脚類は中型ビーカー(1.5D または水槽

(約如D中に移し替えて,約2週間飼育した.

桃脚類の飼育に当0ては,水温を18゜Cに保ち,餌に

籾末イースト(dry・ye鵬t)の少量を与え,飼脊水は3日

ごとに新しい海水と交換した.

これらの繞脚類は,接触直後から逐次その数個体をと

り出し,顕徹鏡下で幼虫感染の有無について観察した.

また幼虫感染の見られた桃脚類については,その体内に

おける幼虫の発育状況粘よび幼虫寄生数なEを観察し
^■

材料および方法

D.宮r4"di工と D.みn14am少ιer配の鈎球仔は,前報

と同様に, D. gr卿diS については山陰地方に郭ける人

体寄生第7例虫体(初鹿ら,1969)の子宮内卵を,また

D.みαlaιπ0,ルmιについては宮城県鮎川港に水揚げさ

11,たコイワシクジラ丑41aeア10,tera'aC女'orosbatα讐予'E

結果

桃脚類と鉤球仔を入れたシャーレを白色螢光ランプの

下に置くと,やがて桃脚類は活発に遊泳ナる鉤球仔を積

極的に摂取しはじめた.嶢脚類は体に接近してくる鉤球

仔を機敏な動作で捕え,前体部を腹側に曲げながら,ナ

べての脚を口器の方に倒して,しぱらく運動を停止して

( 21 )

俊
士

加
初



80

Calanoida

Calanidee

Ca1απ訂S ,αι加C非S Btodsky

Table l Results of experime址且linfection of merine copepods wlth
C0τ且Cidia of D. g4ア1dii

τノπdiπ記rαιαrToi"i (L、1bbock)
Eucalenidae

五tιCα14π1ιS S1ι6ιrasゞU$ GiesbteC11t

Patacalanidae

,4rαιαlaπtιS ,α?τ訂$(claⅡS)

AcaroC4141↓1ιS grαι"il Gies、recht.

Sι01ι記hrim dαπaι(Lubbock)

Ceπtro,ages or$i"ii GiesbTecht

Species

Scolecithticidae

Centtopegidae

Cιπiro,4g" f女rιαt"I Dana

Infection

Ceπιropags sp,, copepodite 5tage
,se"dodi4P'0力1記S ?Nari11郭工 Sato ・・・・

Temotidae

rι"10ra "丁h'fera Dana・・・・・・
2'e"10r4

Candacild且巳

Cαπdaιι'α'r1ιπι4'a Da11a

Ponte11idae

ια61'd0ιιr4 j4少0π此α'Mori

乙. ja,0"iι4 P, na口PⅡUs stage
Z,, jap0πiι4 P,1力eta・neupliU5 St且三巳

Acart並d且巳

Aιαrιi4 d尋郡工i Giesbrecht ・・・

Cyclopoida

Oit110J1αア1απα Giesbrecht・・・・・・・・・

0πιαe4 ι0πifera Gies、Techt・・・・・・・・ー

5P.

Oith011idee

Oncaeidae

0πCαια,πedia Gles、recht

0πCaea ueπ剥St4 Phi1ゆPi

CO,ili4 SP.

Specles

AC"rti4 erJt五raea Giesbtecht

Sapphirinldae

Corycaeidae

Corj,C'1ιNI S,ecl'OSUぶ Dana

Corコ,caeUδ 4π4rewsi Faττ且n

Aι4rtiid4ι SP., naupliuS 5tage

いるが,鉤球仔を摂取してしまうと再び遊泳を開始し

た.両者を接触させてから1~2時問後,?毎水中に遊泳

する鈎球仔の数は接触直後に比べると目立った減少を示

し,10~15時問後に粘ける釣球仔の数は接触開始時の都
よそV.以下となり,24時問後では遊泳する個体がわずか

しか認められなかつた.

釣球仔'と接触を試みた海水性燒脚類は,カラヌス月

(cd1απoida)の 9科玲種,キグロプス目(Cユ,do,m'da)
■■ L.、

の4科11種およびノ、ルパクチクス目(H町,4d北oid4)の

4科4種の計17科33種であり,これらの極牙11と鈎球仔摂

取の有無を T北le1 に示した.

海水性繞脚類33種のうちで. D. gr伽dおあるいは

D.ι"此π0,記mιの鉤球仔と親和性を示したのは,

ι"ん'd0ωm ja,0脚'm (カラヌス目.ポンテラ科)の成

体と,北そらくし. j",0地'm のものと思われる meta・

naupHUS 期幼体と naupHUS 期幼体,0"丑0παπαπα(キ

クロプス目:オイトナ科)の成体であつた.そのほかの

桃脚類でば鉤球仔の感染を認めなか0た.

ι. jα少om'm の成体と meta・力auPⅡUS 弸幼体は,鳥

取県淀江沖で採集したもので,これら忙は D.ιdaのm.

,記rae の鉤球仔を接触させた.

接触させてから15時問後の観察では,ι.ja,ωh'm の

成体, meta・n釦PⅡUS 期幼体はtでに鉤球仔を摂取して

おり,その幼虫は繊毛膜を脱して host の体腔に移行し

ていた(Fig.1).とれらの体腔に認められた幼虫数は5

~6個体で,かナかに伸縮運動をしていた.体腔寄生の

幼虫は2日後もな翁観察されたが(Figs.2,5),3日後に

h0此が死滅したため,それ以降の観察はできなかった,

また, n則PⅡUS 甥幼体は鳥取県淀江沖と和歌山県白

浜沖とで採集した.この幼体には D. g4πd台と D.

ι414伽0,加rωの鉤球仔を接触させたが,いずれに対し

ても親和性を示した.

Corδ,Cαι"s aj)?πis MCMurrich・・

Corコ,ιαe女S SP. no.1
CorJ,ιαel" SP. no.2

Infection

CorJ,Cαι女$ SP., nauPⅡUS Stage..・.・

.

HaTpacticoide
Ectinosomidae

NicroSιte11a ?10ruegfca Boeck・・・・
TachidHdae

( 22 )

+

五t"cr,b地αιUガfr0πS (Dana)
MacTosete111dae

ハ44ιro'e記11α gr4ιi五S (Dana)
Fam, UDcettain

Harpectlcoida sp.

一
一
一

一
一
一
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すなわち, D. graπd心の鉤球仔についてみると,接

触させてから1時間後の観察では,鉤球仔は繊毛膜を被

つたままの状態で後腸部に認められた(Flg.3)が,3

時間後に粘いては繊毛膜を脱して体腔に移行していた

(Fig,4).一方, D.ια1α'π0,t'r"e の鉤球仔について

も D. g卿di'における成績とほぽ同様な結果が示さ

れた.これらの幼虫は,接触させてから4日後まで観察

したが,それ以後は宿主が死滅したため観察できなかつ

^.

0泌伽4 加加の成体は和歌山県白浜沖,鳥取県淀江

沖およぴ中海などい十れの海域に粘いても採集できた

が,この実験には主として中海産のものを用いた.

0.π"παの成体に対しては, D.・宮r4πdiS 松よびD.

ι"1α伽0,加地'の鉤球仔を按触させたが,両鉤球仔とも

親和性を示し,その体腔内で成熱した前擬尾虫にまで発

育するのを確認した.

すなわち,鉤球仔は 0,加加と接触させてから24時

間後には,'でに host に摂取されて粘り(F珸.フ),その

後この幼虫は次第に突育を示して, D,宮rα冗d台におい

ては9日後にほぽ完成した前擬尾虫が認められ(Fig.

13), D.6α1α飢0,'erae に粘いては19日と23日後にそれ

ぞれ成熟した前擬尾虫が認められた(F地$.17,18).

D. gr4πdi,あるいは D.6αιαeπ0中'eraιの鉤球仔に

対して親和性を示した上記の各桃脚類における幼虫感染

率と幼虫寄生数とにっいてみると,ι.j4P0π女a の成体,

m0仏・n帥PH゛S 捌幼体および mupli蜘期幼体は採集個

体数が少なく,幼虫感染率は算出できなかったが,各1

個体当りの幼虫寄生数はし. jψ伽i伽の成体と meta・

れ■UPⅡUS 期幼体で 4 ~ 8 匹(Fig..1,2,易,平均6 匹

であり, nauPⅡ卵期幼体で 1匹であつた(Figs.3.4).
・」

一方,0.πaπ4 に対しては D. g0πdiS も D.6a1αιル・

0,記r"もその鉤球仔の感染状況はほぼ伺様であり,こ

れらの感染率と寄生数は Table2 に示すと蒲りであ

る,,、なわち,鉤球仔と接触させてから4時間後の観察

T章、1e 2 Results of expetimental infection

With D. g4πdis or D.6女14alo,'erae
1且τVae to oith0π4 π4π4

では幼虫感染率が84.6%(13個体中11個体),8日後のも

のでは80%(10個体中8個体),14日霜よび18日後ではと

もに70%(10個体中7個体)であつた.また,0,πaπ4 1

個体当りの幼虫寄生数は,接触させてから4時問~18時

問後までの検査に粘いて1~3個体であつた.

0."m地体内における幼虫の発育については, host

の個体によつて若干の差異がみられ,その発育状況は炊

のようであつた.

D.gr卿d心についてみると,鉤球仔は接触してから

24時間後すでに繊毛膜を脱して前体部後方の体腔に移

行して粘り,その幼虫の大きさは縦径43.2~48.6μ,

横径 18.9~21.6μであり(F地.フ),2日後では縦径

62.1μ,横径 27μとなり(Fi宮,8),5日後では縦径

64.8μ,横径32.4μとなった(Fig,9).この頃から感

染幼虫は伸縮運動をはじめるようになり,体内には条

虫類に特有の石灰小体が出現しはじめた.7日後に観

察した幼虫(F地.1のは,観察中に h0武から脱出した

が,との幼虫には末だ尾胞の形成は見られず,その大

きさは縦径78、3μ,横径24.3μで,鉤の大きさは縦

径10.8μであつた.また,9日後に観察した幼虫はす

でに尾胞が形成されており,ほぽ完成した前擬尾虫の観

を呈していた(F地.13).との前擬尾虫の大きさは体部

縦径180μ,同横径脚,5μで尾胞は縦径40.5ル横径33,4

μであり,体内には6~8個の石灰小体が明暸に認めら

れた.鉤は尾胞の中にあつて,その大きさは縦径11.1μ

であつた,10日後に観察した幼虫は発育がやや遅く,尾

胞は未だ形成されていなかつたが(Fig 12),幼虫の伸

縮運動によつては尾胞を思わせるような形を示した.こ

の幼虫の大きさは縦径145,8μ,横径56,7μであ0た.

D.6aι伽加,i""に粉いても桃脚類での発育はほぼ

同様であうて,前述したように接触させてから19日後

(F1宮.17)と23日後(F地,18)の観察に粘いてそれぞれ成

熟した前擬尾虫が確認された.19日後に観察した前擬尾

虫は,胸部後方の体腔にあつて,体を前後に縮めたよう

な形で寄生して松り,体部に石灰小体,尾胞中に鉤がそ

れぞれ認められた(F培.17).23H後に観察した前擬尾

虫は,観察中に尾胞を見失つたが,幼虫の前体部は漏斗

状に陥没して船り,体内には20~25個の石灰小体が認

められるなど,成熟した前擬尾虫の特徴を示していた

(Flg.18).この前擬尾虫の大きさは体部縦径137.フ~

175.5凡同横径75.6~91:8μで,尾胞は縦径67.5μで

あつた.
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考察

広節裂頭条虫 D.1αt附π,マンソン裂頭条虫 D.ιri・

"α此i あるいは S.抗町お0"oi4"なだに粘ける第1中間

宿主はすべて Calm即ida, CJ,dopoid"などいわゆるケ

ンミジンコの類であることから考えて, D. gr4πdおあ

るいは D.ι41αeπ0,tera'の第 1中間宿主としては,と

にかく卯P叩oda 繞脚類を想定して鉤球仔との接触実

験を試みた.さらに前報で述べたようにD. g剛d心あ

るいは D.641此加,加r"e の虫卵が海水中においてのみ

脛窕育を全うし,遊出した鉤球仔もまた海水中でしか生

存できないという結果を得たので,海水城生息種に限定

した,

上記の3種裂頭条虫に0いては,従来からケンミジン

二類への感染実験が多くの研究者によつて試みられて

いる. D.1αhι,ルでは江口(1926,1964), Essel(1927),

Vogel a93の, clatke a954), utkina (1960)羚よび

Guttowa(1956,1961a, b, C,1963,1966), D. eri究αCιi

では okumura(1919)および小林 a931), S."1m.S0π・

Oid"では MueⅡer(1船8,1959)などである.しかしこれ

らの感染実験は,大部分のものが湖水や湖沼に見られる

淡水性のケンミジンコ類が対象であつて,海水性の桶脚

類ではない.

著者らの感染実験で最も困難な点は,釣球仔と接触後

の桶脚類を室内で如何に長鄭間飼育・生存させるかであ

つた.前述したようにし, ja,0脚'm の成体や幼体にお

いては D. gra非diS あるいは D.ια1αιπ0,'erαιの幼

虫が6~ 8個体寄生していたが(F地S.1,2,5),接触さ

せてから3~4日後に host が死滅ナるという結果に終

つた.このし.j叩0πim は暖海外洋生息、種とされてお

り(岡田ら,1965),鳥取県淀紅沖において1回しかもビ

く少数しか採集できなかつたが,飼育は極めて困難であ

イ)た.

0丘五0πα加παは外洋沿岸生息、種とされており(岡田

ら,1965),その分布範囲は非常に広いようで,殊に中

海に船いてよく採集された.この 0.πω醜では D,

graπdi'あるいは D.ιαι"肌0,ι'"α0 の幼虫が1~ 3個

体寄生し(Table2, Fi部.11,16),感染幼虫の寄生数

の点ではし,j4,伽記4 とりも劣る傾向にあつたが,室

内での飼育はむしろし,ja,0πiCαよりも容易であつた.

薯者らは,0,π釦雍の室内飼育方法として,水温を 0.

"m地の自然生息、海域の温度(18゜C)に保ち,餌に dry・

ye都t を与えて3日ビとの換水により約30日間生存させ

得た.

Mue11er(1959)は, S."如πS0πoid"の第 1 中問宿主ケ

ンミジンコが鉤球仔を摂取する動作について詳忽な報告

を行ない,『ケンミジン=は鉤球仔を追跡して姉食する

のではなく,ケンミジンコ自体に衝突してくる釣球仔だ

けを摂食する』と述べ,さらに『ケンミジンコは体前部

を曲げて摂食の舜問に脚をける』と表現している.

著者らの観察では,0."ω解は自体に衝突してくる鈎

球仔のほかに,自体の付近を遊泳している曲球仔に対し

てもこれを機敏に姉える動作を示した.0.加加に粘け

るこの捕食動作は Mue11軟の観察とやや異るが,錦球

仔摂食動作はナべての脚を口器側に倒して前体部を腹側

に曲げるなど MU011此の観察と同様であった,

ケンミジンコ類に対する幼虫感染率をみると, D.

1αt伽πでは C3,do,S みreois,hl0細に対して3.6%, C・
,r4$h1αS に対して12,5%(E5Sel,1927); C. Sιrιπ1ι1'$
"re加t"に対して44%, C.1αι那biS に対して46%,

C.工α"if'r に対して 10%, Di4,iωπ那 gr4ι"'$に対
して54%, D. deπガC加πi'に対して 70%(GU壮Owa,

1961a),さらに Arc'diαつtolN1ιS deπtiιor?1iS に対して
65%(G゛ttowa,1966)などと報告されており,また D・
el・i?1aιei では CJ,dops/1eloped1ιS, C.τ,irl'diS 北よび

C. jl"1みrih"に対して各100%, C.ι■"Cたαπ五粘よび
C.,11a1ιrat那に対して各90%, C. S',r群14t那に対し
て68%, C. si釧αι船に対して95%(小躰,1931), S・
抗のIS0πoide$では C. uerπαnS に対して70~80%

(MueⅡer,1959)などと報告されている・

D, graπdi$あるし、ほ D,6αlaιπOpterae の 0."απ庄
に対ナる幼虫感染率をこれらと比較してみると,0・
究απ4 に粘ける感染率70~80%(TO、1e2)は,小林(1931)
の D. eriπ4" i に船ける結果よりも低いが,Essex(1927)
や Guttowa(19610,1966)の D.1a詔肌に粘ける結果
よりも高く, Mue11e,(1959)による S.,πωISO"oid心の
C. wr加hS に対する感染率と同程度である・

また,水温七の閧係にっいては,小林(1931)が.D・
.,iπ此ei の釣球仔を水温18゜~20゜C,26゜~28゜C および
300~350Cの各温度条件下でケンミジンコに対十る感染
実験を試みた結果,幼虫の侵入率はこれら水温とは関係
がなかつたと報告している.

Guttowa(1961b,0)は,釣球仔のケンミジンコに対,ー

る感染能力(.n虹gy)に関して興味ある報告をしている、

すなわち, D,1α地"しの鈎球仔は,水温18゜~20゜Cに粘

いてケンミジンコに対する感染率が最も高いが,その能

乢
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力は36~48時間しか持続しないのに対して,水温を10゜~

15゜Cの低温にすると鉤球仔の感染率は低下するが,そ

の能力は高温のときょりも長い2~4日のあいだ持続す

る.また,水中を長時間遊泳した釣球仔はやがて容器の

底に沈みはじめ,たとえこれらの鉤球仔が、ost に摂取

されても,,、でに感染能力を消失しており, host の消

化管壁を穿通ナることができないことを報告している.

薯者らの 0.加加に対する感染実験においては,鈎

球仔と接触後の嶢脚類の飼育が困難であつたために,水

温はこれら繞脚類の生息、海域の水温(18゜C)に保つての

実験に専念し,水温との闘係にっいては検討できなかつ

、ー.

ケンミジンコ体内に粘ける裂頭条虫幼虫の寄生部位に

ついてみる七, D.'た'"α"i(小林,1931), D.πoro'gi・

Cπ"1(V住,1957 ; Halvorsen,1967)および D.1αt記?π

(E$seN,1927 ;江口,1926,1964 ; Guttowa,1961a,

1963)などに霜いてはすべて体腔とされているが S.

?π女榔0πoidιS(Mue11er,1938)や D. deπdガticu,ル(KU11・

10W',1953)羚よび D.ιrn14Cei でも okumuraa919)に

よれば』夏部,また Th'aeπOP110rZιS ιraS甜ιS (Mi11et,

1952)に船いては触角,叉肢,その他の付属肢などに感

染幼虫の寄生を認めている.

Halv0鵄en a967)は, D.πorυιg允脚沌の幼虫がケン

ミジンコの腹部に寄生tる現象について汰のように説明

している.ケンミジンコの腹部寄生現象は Procercoid

自身の特注による場合もあり,またケンミジンコの抱養

能力(carrylngcapacity)と幼虫密度の関係による場合も

ある.

ι. ja,0πiC女"1 18よび 0.πα"4 に16ける D. gr"πdis

あるいは D.ια1"π0,k,・0'の感染幼虫は,いずれもこ

れら桃脚類の前体部後方,ナなわち第3~第5胸関節付

近の体腔に寄生して16 り, S."1n冗S0πoid", D. deπdr充i'

ιtι"1 船よび Triaωm,hω'ιιS craS甜ιS などでみられたよ

うな腹部や触角および付属肢などには感染幼虫の寄生を

全く認めなかつた.

小林(1郭1), C】町ko (1954), smyth (1963)および

Moe11e,(1959)らは,各種ケンミジンコに対ナる感染実

験に粘いて,鉤球仔はケンミジンコの成体よりも幼体の

方によく感染すると報告し,特に Smy小(1963)は消化

管壁の厚さがその主な要因であろうとしているが,著者

らは成体と幼体における幼虫感染率の比鮫はしてぃな

ヤ、.

鉤球仔がケンミジンコに摂取ざれてからその体腔に出

るまでに要tる時間については, D. hh0ルが Cフdop$

"reπ如S において約5時問(江口,1926,1964), Dia-

1)i01πUs orιg0πe"liS 1こおレ、て 5時ルヨ(Essel,1927),ま

た D, eriπα卯i が CJ,do,$S,,,において10~45分しト

朴,1931)なEと報告されている.

D. gr""di'あるいは D.6"1α'π0,t'ro'の鉤球仔に

郭いては 1,. ja,0"iC4 で 3時間,0.π剛4 で24時間で

あつて,後者に船いて長時問を要しているが,これはか

つて 0.究m地では摂取された幼虫力井肖失すると誤認き

の消化管と体腔とれたように仂Π茂,1967),0 "0πα

の区別が外観からでは見きわめ雌く,従つて幼虫の体腔

移行の確認が遅れたものと考えられる.

幼虫が尾胞を形成するまでに要ナる日数にういては,,

D.1ah0πで7日(Essex,1927),12~14日(vogel,

193の,8 ~12日(Guttowa,1961b), D. e,iπ"eei で 7

日(小林.1931)などと報告されている. D,宮raπdiS あ

るいは D.ムαιaeπOpterae のそれは9日後であつた.

成熟した前擬尾虫の形態的特徴に関する報告をみる'

と,江口(1964)は D.1α訂m1 では体表に微細な韓状物

が生じ,頭端部に陥没が見られると述べて粘り,GU杜OW圧

(1961b)は同じ D.1"h0ルにおいて虫体はクチクラ屡

の厚さが増し,黒味を帯びた色調になると述べている.

著者らもこれら D.1ωmルにおける特徴を参考にしな

がら,虫体の頭端部に薯明な漏斗状の陥没が見られたこ

と,クチクラ届の厚さが増したこと,尾胞のくびれが顕

薯となり,石灰小体の大きさが増したことなEの特徴を

確認したうぇで,前擬尾虫が成熟したものとみなした.

前擬尾虫が完全に成熟するまでに要する日数について

は, D.1at""しで11~14日(江口,1926,1964),14日

(E5Sex,1927 ; Guttown,1961句,16~18日(vogel

1930),12日(Guttowa,196の, D. eriπaCιi で20~25日

(小林,1931)粘よぴ S,?N4加0πoidιS で14~18eMuel-

】et,1959)などと報告されている. D.宮rω↓di$あるい

は D.ιa14ιπ0,記r4e で示された19~23日はこれらと比

較するとやや遅く,小林(193Dによる D. erh確Cei の

それに近似であつた.

成熟した前擬尾虫の大きさについては, D,14地m

カミ100~125μX50~75μ(江口,1926,1964),550μX

110μ(E..0工,1927),450~500μ(Guttowa,1961b),

D.ιriπαCei カミ193μX75.5μ(小朴,193Dなどと報告ざ

れているが, D. grαπdiS あるいは D.6nιαeπ0中ιer女ι

の前擬尾虫の大きさ137.フ~175.5μX75.6~91.8μは,

E部exa兜7)や Guttowa(1961句による D.ιαhnルのそ
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れよりも小さく,江口(1兜6,1964)による D.1α訂'川

や小林(1部1)による D,'ガπα"i のそれに近似であっ

たが, GUせOwa(1961a,句も指摘ナるように発育度は幼

虫数が多いほど低いものであろう,また,成熟した前擬

尾虫に見られた石灰小体の数(20~25個)は, D.1αt脚π

の6 ~22個(江口,1926,1964), D.ιri"αιei の4 ~13

個(小林,193Dよりもやや多い傾向を示すものであつ

た.

Guttowa(1956)ば,ポーランドに粘ける D.1αt細ル

の第1中間宿主に関する報告のなかで,ケンミジンロの

第1中間宿主としての程度の判定基準として Michaj・

10W(1938)が設定した条件を採用している,すなわち

1)ケンミジンゴ消化管壁への侵入幼虫数(thed●創00

心f extenS北y),2)ケンミジンコ体腔内の幼虫数(the

d屯foo ofiⅡten5iw),3)ケンミジンコ体腔内に粘ける

幼虫発育のテンポと過程である,また,ケンミジンコに

附ナる鉤球仔の感染率は,雌雄の別や幼体と成体によつ

て差が見られ,さらに地理的あるいは生態的条件の差異

、によって,各地で D.1""机の主要第1中間宿主とな

るケンミジンニの種類も異なつているととを立証してい

る.伊」えば,ポーランドでは三1ιdi4,ι0アπ1ιS coer1ιle"S

宅J.'力τιlgariS と五,'raιiιi$の Copepodld ph35e,フィ

ンランド湾では三.宮r4C"i$と五. grac"oidιS,ノ

ルウ=ーでは且C4πιんodmp'0"1Us deπガιorπiS と三.

.gacfliS の Copepodids.

Klsielewskaa959)は, Dreつαπidoiaεπia laπCιolata

の釣球仔がケンミジンコに侵入,、るときに, host が鉤

球仔に示す抵抗を次の3系に分頚している.ナなわち,

1) syst.mo oN地atoTium.鉤球仔は容易に感染し,体

腔内で正常に発育,、る,2) systelna accidentale:鉤球

仔は緩慢ながらも感染するが,体腔内での発育が抑制さ

.れる,3) systema spiium:釣球仔の感染率がはなはだ

低率であって,しかも体腔内での発育が完全に抑制され
る.

Guttowa(1969)ば,五記di4,tωπ"s gma'ιi'の体腔液

中に存在するアミノ酸を検査し,一方フガ此π0,h01加

aod記1ω加の前擬尾虫の想織蛋白からも五. g地dιおの

体腔液中にみられたものと同一系統のアミノ酸が検出さ

れたことから,これら host と幼虫のアミノ酸を検出す

ることによっても宿主特異性が論ぜられると述べてい

る.

著者らは,感染幼虫と host との生理的な関係にっい

ては特に検討していないが, D. gra力diS あるいは D.

641a肌ψ記r此の鉤球仔が感染しなかった涜脚類のう

ち,カラヌス目の大部分に粘いて(Tablel),鉤球仔を

接触させてから数時問後,椀脚類の消化管内に遊雛した

多数の'可を認めた,このことは, GU杜OW"(1961b)カミ指

摘したように鉤球仔が椀脚類の消化液の作用を受けたも

のと思われる.

以上のことから 0.πa"a は, Guttowaa961句のあ

げた 0可igatoly ho.t の基準を満たして枯る、のと判断

され, D. gr4πdi$あるいは D.●41aeπ0,iι1'αιの主要

第1中間宿主あるいは少くと、そのーつとしてよいであ

ろう. D. grαπιiS あるいは D.ια1αeπ0,ルrae の第 1

中間宿主は現在まで全く不明であり,ここに初めて実験

的に海水性桃脚類のια翫'dωe地jψ伽i卯と 0加1ω地

hm解が,第1中間宿主となり得ることが証明されたこ

とになる.

1,海水性桃脚類17科諦種について D. gr4πd心ある

いは D.みa14eπ0,tιrαιの釣球仔を按角虫させ, onhの雄

π0πα(キクロプス目;オイトナ科)の成体,ιαみido"r4

ja,0πica(カラヌス目;ガ{ンテラ科)の成体, meta・naup・

Iius,"oopliuS各捌に感染を認めた.

2.0.フ肌παに粘いて最、よい結果が得られたが,

感染率は約85%,体腔寄生幼虫1~3個体で,幼虫は感

染後3時間には消化管壁を穿通して体腔に出,9~19日

後には成熟した前擬尾虫となつた.

3. D. gaπdi,粉よぴ D.みα1"π0,tιrae 鉤球仔の

桃脚類内発育に粘ける諸特徴には基本的な差異は認めら

れなかつた

4.0.πω地は日本近海にかなり広く分布する種類

で,この実験により感染性が高く,必須第1中問宿主と

しての諸条件を満していることが明らかとなつた.

要 約

粘を終るに当り,海水性桃脚類の同定をしていただい

た京都大学理学部付属瀬戸姦海実験所の西村三郎博士,

熊本大学理学部附属合津臨海実験所の広田礼一郎博士,

および樸脚頚の飼青に関して種たビ助言いただV、た江ノ

島水族館長の広崎芳徐博士に対して感謝の意を表しま

ナ.また.材料採取についてピ便宜を賜った亘本捕鯲株

式会社鮎川事業所の近藤勲所長論よび後慈令止漁労課長

に感謝致しま,'.

な粉,本論文の要旨は昭和嶋年4月の第37回日本寄生

虫学会総会に船V、て発表した.
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, Explanation of F地Utes

Figs.1-2. Z,α6idocera jap0πiC4 (scale=0.11nm).

1 1nfected latvae in the body cavity,15 hoU玲 aftet feedlng on D.ια14ιπ0,terae coracidia.
2 The 5ame as Fig,1,2 days afteT feeding

F喰S.3-5.ι. j4,0πiC4 P (scale=0.1mm).

3 Neuplius stage, infected larvae in the dlgestlve canal, about one hour after feeding on D.
grnπdis cotacidia.

he sa1Πe as F地,3, in{ected 1且τVae in body cavity,3 houts a{ter feeding.
Meta・nauPⅡUS $tage, infected larvee in the body cavity,2 doys afteT feedin目 on D.6α1αe?1.
0,ter4ι Coracidia.

Fig.

Fig.

Flg.

F培.

F地

Fig.

Fig.

F璃.

Fig.

F璃.

Fig.

F喰

Fig,13

14Fi宮.

F喰 15

,

Figs,6-18. oith0π4 村απ4.

Whole 、ody o( 0.πのla (sca1巳=0.2 mm).

24 houTs after feeding on D. gα11ιi$ coracidia (scale=0.05mm).
The 訟lne a5 Fig.フ,2 days efter 壬eedlng (scale=0.05mln).

5 doy..(ta foodi"g (scale=0.5 mm).
Young procer coid Temoved from the body cavlty,7 days after feeding (scale=0.03mm)
8 days after feeding (scale=0.03 m宜)).

Yoling ptocetcoid in 血e 、ody cavlty,10 da丁S afteT (eeding (scale=0.1mtn).
FU11y deueloped procetcold temoved from the 、ody C日υity,9 days aft剖 feeding (scale=0.1
Inln).

Y011ng procelcold Tem0リed {tom the 、ody cavity,11 days efter feed111g on D.而41αeπ0,ιιr4e
CONcidia (scale=0,05 mm).

Young proceTcoid from the 、ody cavlty,11 day5 aftet 'eeding on D. gJ・'1πdis coracldia
(scale=0.05 mm).

Young pToceTcold in the 、ody cavity,15 days aftet 壬eeding 011 D.ι41"ιπ0,tcrae coTacidia
(scale=0.05 mm).

FUⅡy developed procetcoid in the 、ody cavity,19 deys aftet feeding (scale=0.5mm).
FUⅡy developed procercoid removed {tom the body cavity,23 deys aftel feeding (scale=
0.05mm)

F地 16

Fig.17

Fig.18

,
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